
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 施設工学研究領域 施設機能担当 

赤外線サーモグラフィによる変状調査 

補修工事を実施した農業水利施設で発生する浮き等の変状を赤外線サーモグラフィを用いてモニ
タリングする手法を開発しました。 

 従来のモニタリング調査では調査員が直接調べる
打音法が用いられてきました。 

 しかし，打音法は長大な水路で実施するには時間
と手間がかかります。 

 また，調査員の技量により結果に差が発生すると
いう課題もありました。 

研究のポイント 

本調査手法には，以下の特徴があります。 

 健全部と異常箇所の温度差を赤外線サーモグラフィ
が捉えることで、浮きなどの変状の検出が可能です。 

 打音法に較べて広範囲を短時間で調査できます。
また，デジタルデータとして結果を保存できます。 

 今後，農業用水路等の調査に適した各種条件（季
節，天候，時間帯）を模型実験等などにより明らか
にします。 

打音法による調査状況 

研究の背景 

研究の概要 

赤外線サーモグラフィによる調査状況 

Ｂ地区の結果から測定最適時間は午前中と夕方の２回発生する
と予想される。 


